
使 用 教 科 書 商業728　新財務会計Ⅰ（実教出版）

副 教 材 等
最新段階式簿記検定問題集　全商１級会計（実教出版）
全商簿記実務検定模擬試験問題集　１級会計　（実教出版）

商業：財務会計Ⅰ

履 修 単 位 3単位 学 年 ２年

学 科 コ ー ス 商業科　 区 分 必修　・　選択

３．科目を通した評価の観点と評価方法 

評
価
方
法

定期考査
単元テスト
練習問題
小テスト　　　　　　　　等

定期考査
単元テスト
練習問題
レポート
ワークシート
　　　　　　　　　　　　　　等

レポート
ワークシート
振り返り
取組観察　　　　　　　　　　等

上に示す観点に基づいて，学習のまとまり（単元）ごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。学
習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。

観点 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

観
点
の
趣
旨

　会計の基礎的・基本的な考え
方と技術，財務諸表の作成，そ
の財務諸表の活用を理解してい
るか。会計の基礎・基本的な考
え方と技術を身に付け，会計情
報を提供し，活用する知識と技
術が身に付けているか。

　企業会計に関する諸問題の解
決を目指して，自ら思考を深
め，基礎的・基本的な知識と技
術を活用して，適切に判断し，
表現する力を身に付けている
か。

　企業会計の意味や制度，財務
会計の機能，財務諸表の作成，
財務諸表からの情報を活用する
ことに興味を持ち，財務会計の
学習に積極的に取り組む態度が
身に付いているか。

２．授業を受けるにあたってのアドバイス

　作成された帳簿書類や報告式の貸借対照表，損益計算書といった財務諸表や連結会計などを通して，ビジネスの諸活動を数
値の面から考え，経営活動の状況を見る視野や考え方を学んでいきましょう。
　年間の学習を通して，各種検定試験への受験が可能です。自ら意欲的に勉学に励んでほしいです。

１．科目を通した学習内容と学習目標

　商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，会計情報の提供と活用に必要な資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。
（1）財務会計について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。
（2）企業会計に関する法規と基準及び会計処理の方法の妥当性と課題を見いだし，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創
造的に課題に対応するとともに，会計的側面から企業を分析する力を養う。
（3）会計責任を果たす力の向上を目指して自ら学び，適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。



４．年間を通した学習計画

（より詳細な「学習内容・ねらい」・「評価の観点・評価方法」等については，各単元の最初の授業等で説明します。）

知
技

思
判
表

態
度

第１編　財務会計の基礎

・会計の意味や機能について正
しく理解しているか。 〇

・会計公準がなぜ必要か説明で
きるか。 〇

・財務会計の役割について，自
ら進んで実際の事例を調べよう
としているか。

〇

・会計法規の種類や目的につい
て，どのようなものか正しく理
解しているか。

〇

・会計法規の役割を説明できる
か。 〇

・企業会計原則の適用例につい
て，自ら進んで実際の事例から
調べようとしているか。

〇

第２編　貸借対照表

・貸借対照表の役割と区分・様
式について，正しく理解してい
るか。

〇

・貸借対照表の区分はなぜ必要
か説明できるか。 〇

・貸借対照表の区分について，
自ら進んで学習する態度を示し
ているか。 〇

・資産とはどのようなものか，
正しく理解しているか。
・資産の評価について正しく理
解しているか。

○

・資産の分類の仕方について，
営業循環基準と1年基準を用いて
説明できるか。

〇

・資産の分類について，そのあ
らましを自ら進んで学習する態
度を示しているか。 〇

・当座資産の意味を理解し，適
切な会計処理ができるか。
・銀行勘定調整表の意味を理解
し，作成することができるか。
・当座資産の期末評価について
正しく理解しているか。

○

・当座資産とはどのようなもの
か説明できるか。 〇

・本章で学んだ内容を活かし，
自ら進んで貸借対照表の作成に
取り組もうとしているか。 〇

・第２編の全体像をつかませ
る。
・貸借対照表の意味と役割を理
解させる。
・貸借対照表の区分が，第２編
の学習順序になっていることを
指摘する。
・貸借対照表の様式には，勘定
式と報告式があることを理解さ
せる。

第
１
学
期

第２章　企業会計制度と会計法
規

第３章　貸借対照表のあらまし

第４章　資産の意味・分類・評
価

第５章　流動資産PART１当座資
産

主な評価の観点

学期 単元の学習内容 単元の学習目標（ねらい） 単元の評価規準

知識・技能＝【知技】　思考・判断・表現＝【思判表】　主体的に学習に取り組む態度＝【態度】

備考

・企業会計の意味と役割につい
て理解させる。
・財務会計の機能について理解
させる。
・株式会社の基礎的な会計処理
について理解させる。
・会計公準について理解させ
る。
・簿記・会計の発達の歴史を明
らかにし，会計の歴史について
理解させる。

・企業会計制度の意味を明らか
にし，会計法規の必要性につい
て理解させる。
・会計法規にはどのようなもの
があるか，また中心的な会計法
規について理解させる。
・企業会計原則の意味を明らか
にし，一般原則及び重要性の原
則について理解させる。
・財務諸表の種類を明らかにす
る。

・貨幣性資産と費用性資産の概
略を理解させる。
・営業循環基準と1年基準の意味
および，それらの基準の適用資
産について理解させる。
・資産の評価の意味と損益計算
との関係について理解させる。
・資産の評価基準の種類，内
容，特徴等について理解させ
る。

・当座資産の意味および種類を
理解させる。
・現金預金の期末における取り
扱いおよび銀行勘定調整法の作
成について習得させる。
・受取手形・電子記録債権・売
掛金・クレジット売掛金・有価
証券の期末評価について理解さ
せる。
・貸借対照表の当座資産に関す
る部分の作成を行う。

第１章　企業と会計



・棚卸資産とその他の流動資産
の意味を理解し，適切な会計処
理ができるか。
・棚卸資産の払出価額と期末棚
卸高の計算方法を正しく理解し
ているか。
・売価還元法の計算方法を正し
く理解しているか。

○

・棚卸資産の期末評価の種類と
方法について，説明できるか。 〇

・本章で学んだ内容を活かし，
自ら進んで貸借対照表の作成に
取り組もうとしているか。 〇

第７章
固定資産PART１有形固定資産

・有形固定資産の意味を理解
し，適切な会計処理ができる
か。
・棚卸資産の取得原価と費用配
分の原則について正しく理解し
ているか。
・資本的支出と収益的支出を理
解し，適切な会計処理ができる
か。
・リース取引の意味と種類を理
解し，適切な会計処理ができる
か。

○

・減価償却を行う理由と，計算
方法の違いについて説明できる
か。
・リース取引の概略について説
明できるか。

○ ○

・本章で学んだ内容を活かし，
自ら進んで貸借対照表の作成に
取り組もうとしているか。 〇

第８章
固定資産PART２無形固定資産

・無形固定資産の意味を理解
し，適切な会計処理ができる
か。

〇

・無形固定資産とはどのような
ものか説明できるか。 〇

・本章で学んだ内容を活かし，
自ら進んで貸借対照表の作成に
取り組もうとしているか。 〇

・投資その他の資産の意味を理
解し，適切な会計処理ができる
か。

〇

・投資その他の資産の期末評価
の方法について説明できるか。 〇

・本章で学んだ内容を活かし，
自ら進んで貸借対照表の作成に
取り組もうとしているか。 〇

・負債とはどのようなものか正
しく理解しているか。 〇

・負債の分類の仕方について，
営業循環基準と1年基準を用いて
説明できるか。

〇

・負債の分類について，そのあ
らましを自ら進んで学習する態
度を示しているか。

〇

・流動負債の意味を理解し，適
切な会計処理ができるか。 〇

・未払金と未払費用，前受金と
前受収益の違いを説明できる
か。
・引当金の性質と種類について
説明できるか。

○

・本章で学んだ内容を活かし，
自ら進んで貸借対照表の作成に
取り組もうとしているか。 ○

第９章
固定資産PART３投資その他の資
産

第
１
学
期

第10章　負債の意味と分類

第11章　流動負債

第６章
流動資産PART２棚卸資産・その
他の流動資産

・棚卸資産の意味と種類を理解
させる。
・棚卸資産の取得原価と費用配
分の原則について理解させる。
・棚卸資産の払出価額と期末棚
卸高の計算方法に習熟させる。
・売価還元法の計算方法を理解
させる。
・当座資産・棚卸資産以外の流
動資産にどのようなものがある
か，その意味と種類を理解させ
る。
・その他の流動資産の各項目の
会計処理を習得させる。

・負債の意味について，基礎的
知識を習得させる。
・負債の分類について，基礎的
知識を習得させる。

・流動負債の各項目の内容を正
確に習得させる。
・未払金と未払費用，前受金と
前受収益の差異を明らかにす
る。
・引当金の意味と評価性引当
金・負債性引当金の区別を明ら
かにし，流動負債に属する引当
金を理解させる。

・有形固定資産の意味と種類を
理解させる。
・有形固定資産の取得原価の計
算方法を習得させる。
・資本的支出・収益的支出の意
味を明らかにし，それぞれの処
理方法を習得させる。
・有形固定資産の期末評価にお
ける減価償却の役割およびその
計算方法等について理解させ
る。
・固定資産の除却と買い替えの
記帳について習熟させる。
・リース取引の意味と種類を理
解させる。
・ファイナンス・リース取引に
おける利子込み法と利子抜き法
の違いについて理解させる。
・ファイナンス・リース取引に
おけるリース資産の取得，リー
ス料の支払い，減価償却の記帳
について習熟させる。

・無形固定資産の意味と種類を
理解させる。
・無形固定資産の取得原価の計
算方法を習得させる。
・無形固定資産の期末評価につ
いて理解させる。

・投資その他の資産の意味と種
類を理解させる。
・投資その他の資産の期末評価
について理解させる。



・固定負債の意味を理解し，適
切な会計処理ができるか。 〇

・固定負債がどのようなものか
説明できるか。 〇

・本章で学んだ内容を活かし，
自ら進んで貸借対照表の作成に
取り組もうとしているか。

〇

・純資産とはどのようなもの
か，正しく理解しているか。 〇

・純資産の分類について説明で
きるか。 〇

・純資産の分類について，その
あらましを自ら進んで学習する
態度を示しているか。

〇

・資本金の意味を理解し，適切
な会計処理ができるか。 〇

・資本金の増加・減少とはどの
ようなものか，説明できるか。 〇

・本章で学んだ内容を活かし，
自ら進んで貸借対照表の作成に
取り組もうとしているか。 〇

・資本剰余金の意味を理解し，
適切な会計処理ができるか。 〇

・会社の合併について，説明で
きるか。 〇

・本章で学んだ内容を活かし，
自ら進んで貸借対照表の作成に
取り組もうとしているか。 〇

・利益剰余金の意味を理解し，
適切な会計処理ができるか。
・剰余金の配当の意味を理解
し，適切な会計処理ができる
か。

○

・繰越利益剰余金の増加・減少
について，説明できるか。 〇

・本章で学んだ内容を活かし，
自ら進んで貸借対照表の作成に
取り組もうとしているか。 〇

・自己株式の意味を理解し，適
切な会計処理ができるか。 〇

・自己株式とはどのようなもの
か，説明できるか。 〇

・本章で学んだ内容を活かし，
自ら進んで貸借対照表の作成に
取り組もうとしているか。 〇

・新株予約権の意味を理解し，
適切な会計処理ができるか。 〇

・新株予約権とはどのようなも
のか，説明できるか。 〇

・本章で学んだ内容を活かし，
自ら進んで貸借対照表の作成に
取り組もうとしているか。 〇

第14章　資本金

第15章　資本剰余金

第16章　利益剰余金

第17章　自己株式

第18章　新株予約権

第
１
学
期

・利益剰余金の意味を明らかに
する。
・利益準備金の計上基準につい
て確認する。
・任意積立金の内容と処理方法
を習得させる。
・繰越利益剰余金の内容とその
処理方法を習得させる。
・剰余金の配当の意味とその処
理方法を習得させる。

・自己株式の意味を理解させ
る。
・自己株式の取得・処分・消却
の会計処理を習得させる。

・新株予約権の意味を理解させ
る。
・新株予約権の発行・行使の会
計処理を習得させる。

・純資産の意味と分類を明らか
にする。
・株式会社の株主資本の分類お
よび内容を理解させる。

・株式会社の資本金の意味と計
算を習得させる。
・資本金の増加・減少の内容お
よびそれぞれの処理方法を習得
させる。

・資本剰余金の意味を明らかに
する。
・資本準備金，その他資本剰余
金に関する処理を理解させる。
・会社の合併の意味とその処理
を理解させる。

第12章　固定負債

第13章　純資産の意味と分類

第
2
学
期

・固定負債の各項目の内容を正
確に習得させる。
・長期借入金とリース債務につ
いて，1年以内に返済・支払いが
行われる部分についての処理方
法を習得させる。
・退職給付引当金の処理方法を
習得させる
・偶発債務の意味を明らかに
し，他人の債務を保証した時の
偶発債務について理解させる。



・報告式の貸借対照表の作成方
法について，正しく理解してい
るか。
・貸借対照表に関する注記を正
しく理解しているか。

○

・貸借対照表を作成するために
必要な原則について，説明でき
るか。 〇

・第２編で学んだことを活か
し，自ら進んで貸借対照表の作
成問題に取り組もうとしている
か。

〇

第３編損益計算書

・損益計算書の役割と区分・様
式を正しく理解しているか。 〇

・損益計算書の区分はなぜ必要
か，説明できるか。 〇

・損益計算書の区分について，
自ら進んで学習する態度を示し
ているか。

〇

・損益計算の意味と基準につい
て，正しく理解しているか。 〇

・収益・費用の認識基準につい
て，説明できるか。 〇

・損益計算の意味と基準につい
て，自ら進んで学習する態度を
示しているか。 〇

・売上高の意味を理解し，適切
な会計処理ができるか。
・工事収益の計上基準と計算方
法について，正しく理解してい
るか。

○

・出荷基準・引渡基準・検収基
準の違いについて説明できる
か。

〇

・本章で学んだ内容を活かし，
自ら進んで損益計算書の作成に
取り組もうとしているか。 〇

・売上原価と販売費及び一般管
理費の意味を理解し，適切な会
計処理ができるか。

〇

・販売費及び一般管理費となる
費用にはどのようなものがある
か，説明できるか。 〇

・本章で学んだ内容を活かし，
自ら進んで損益計算書の作成に
取り組もうとしているか。 〇

・営業外収益と営業外費用の意
味を理解し，適切な会計処理が
できるか。 〇

・営業外収益と営業外費用には
どのようなものがあるか，説明
できるか。 〇

・本章で学んだ内容を活かし，
自ら進んで損益計算書の作成に
取り組もうとしているか。 〇

第24章　営業外費用・営業外収
益

第23章
売上原価，販売費及び一般管理
費

第22章　売上高

第21章　損益計算の意味と基準

第20章　損益計算書のあらまし

第19章　貸借対照表の作成

・売上高の意味を理解させる。
・売上高の計上基準と，それら
に基づいた会計処理を理解させ
る。
・工事収益の計上基準と，それ
ぞれの処理方法を理解させる。

・売上原価の意味と計算方法を
理解させる。
・販売費及び一般管理費の意味
を理解させる。
・売上総利益，営業利益の意味
と計算方法を理解させる。

・経常的な損益のうち，主とし
て財務活動から生じる営業外収
益・営業外費用の内容を明らか
にし，経常損益の概念を理解さ
せる。

・損益計算の意味とその二つの
計算方法（財産法と損益法）に
ついて十分理解させる。
・収益・費用の計上時期を定め
る三つの認識基準（現金主義・
発生主義・実現主義），また測
定基準について理解させる。
・費用収益対応の原則の役割に
ついて理解させる。

・貸借対照表作成上の諸原則を
明らかにし，その作成方法を習
得させる。
・貸借対照表に関する注記には
どのようなものがあるか理解さ
せる。

・第３編の全体像をつかませ
る。
・損益計算書の意味と役割を理
解させる。
・損益計算書の区分が，第３編
の学習順序になっていることを
明らかにする。
・損益計算書の様式には，勘定
式と報告式があることを理解さ
せる。
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・特別利益と特別損失の意味を
理解し，適切な会計処理ができ
るか。
・当期純利益の概念を正しく理
解しているか。

○

・特別利益と特別損失にはどの
ようなものがあるか，説明でき
るか。 〇

・本章で学んだ内容を活かし，
自ら進んで損益計算書の作成に
取り組もうとしているか。 〇

・報告式の損益計算書の作成方
法について，正しく理解してい
るか。
・損益計算書に関する注記を正
しく理解しているか。

○

・損益計算書を作成するために
必要な原則について，説明でき
るか。

〇

・第３編で学んだことを活か
し，自ら進んで損益計算書の作
成問題に取り組もうとしている
か。

〇

・株主資本等変動計算書の意味
を理解し，その作成ができる
か。

〇

・貸借対照表と損益計算書以外
の財務諸表がなぜ必要か，説明
できるか。 〇

・実際の貸借対照表と損益計算
書以外の財務諸表を入手し，ど
のようなことが記載されている
か，自ら進んで調べる態度を示
しているか。

〇

第４編　その他の会計処理

・役務収益と役務原価の意味を
理解し，適切な会計処理ができ
るか。 〇

・商品の販売とサービスの提供
では，会計処理にどのような違
いがあるか，説明できるか。 〇

・身近なサービス業の企業を調
べ，どのようなサービスを提供
し，どのように会計処理を行っ
ているかに興味を持ち，自ら進
んで調べる態度を示している
か。

〇

・外貨建取引の意味を理解し，
適切な会計処理ができるか。
・円換算の意味を正しく理解し
ているか。
・為替予約について，正しく理
解しているか。

○

・為替差損益の発生理由につい
て説明できるか。 〇

・本章の学習から，円安・円高
の影響が実際の企業の業績にど
のような影響を与えるかに興味
を持ち，自ら進んで調べる態度
を示しているか。

〇

第29章　外貨建取引

第28章　役務収益・役務原価

第27章　その他の財務諸表

第26章　損益計算書の作成

第25章　特別利益・特別損失 ・特別利益・特別損失の意味と
内容を明らかにし，それらの会
計処理を理解させる。
・当期純利益の概念を理解させ
る。

・損益計算書作成上の諸原則を
明らかにし，その作成方法を習
得させる。
・損益計算書に関する注記には
どのようなものがあるか理解さ
せる。
・会社計算規則による報告式の
損益計算書作成能力を養う。

・株主資本等変動計算書の意味
とその作成方法を理解させる。
・注記表の意味を理解させる。
・附属明細書の意味と内容を理
解させる。

・役務収益・役務原価の意味を
理解させる。
・商品の販売とサービスの提供
の違いについて理解させる。
・役務収益・役務原価に関する
会計処理を習得させる。

・外貨建取引の意味を理解させ
る。
・円換算の意味を理解し，適切
な会計処理を習得させる。
・為替予約の会計処理を習得さ
せる。
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・税効果会計の意味を理解し，
適切な会計処理ができるか。 〇

・税効果会計が当期純利益に与
える影響と，その理由を説明で
きるか。 〇

・企業会計上の収益・費用と課
税所得計算上の益金・損金に興
味を持ち,自ら進んでその違いを
調べる態度を示しているか。
・税効果会計に興味を持ち，さ
らに進んだ会計処理について自
ら進んで学習する態度を示して
いるか。

○

第５編
財務諸表の活用

・ディスクロージャーとはどの
ようなものか正しく理解してい
るか。 〇

・ディスクロージャーがなぜ必
要か，説明できるか。 〇

・実際に企業がどのようにディ
スクロージャーを行っているか
興味を持ち，自ら進んで調べる
態度を示しているか。

〇

・財務諸表分析の意味と方法に
ついて，正しく理解している
か。

〇

・財務諸表分析の方法と種類に
ついて，説明できるか。 〇

・財務諸表分析に興味を持ち，
自ら進んで実際の企業の財務諸
表を入手し，財務諸表分析を行
う態度を示しているか。

〇

・連結財務諸表とはどのような
ものか正しく理解している。
・親会社と子会社の意味を正し
く理解している。

○

・連結財務諸表がなぜ必要か，
説明できるか。 〇

・連結財務諸表に興味を持ち，
自ら進んで連結財務諸表を作成
している企業を調べる態度を示
しているか。

〇

発展編
連結財務諸表の作成

・連結財務諸表の作成方法を正
しく理解しているか。
・開始仕訳や連結修正仕訳を行
うことができるか。
・連結精算表を作成できるか。

○

・開始仕訳や連結修正仕訳がな
ぜ必要か説明できるか。 〇

・自ら進んで連結財務諸表の作
成問題に取り組む態度を示して
いるか。

〇

第34章
連結財務諸表の作成

第33章
連結財務諸表のあらまし

第32章
財務諸表分析

第31章
財務諸表のディスクロージャー

第30章　税効果会計

・連結財務諸表の作成手続きを
理解させる。
・開始仕訳の必要性と意味につ
いて理解させる。
・当期分の連結仕訳として，の
れんの償却，非支配株主に帰属
する当期純利益の計上，親会社
と子会社相互間の債権・債務の
相殺消去，親会社と子会社相互
間の仕入と売上の相殺消去，未
実現利益の消去，子会社の配当
金の修正について理解させる。
・連結精算表の作成を習得させ
る。

・企業と利害関係者およびディ
スクロージャーについて理解さ
せる。

・財務諸表分析の意味・方法を
明らかにする。
・関係比率法・構成比率法・趨
勢法・実数法による分析の種類
を明らかにし，それぞれの計算
方法について理解させる。

・連結財務諸表の意味や目的を
明らかにし，連結財務諸表の概
略を理解させる。
・親会社と子会社の意味，さら
に連結財務諸表の重要性を理解
させる。

・税効果会計の意味と役割を理
解させる。
・貸倒引当金に関する税効果会
計の会計処理を習得させる。
・減価償却に関する税効果会計
の会計処理を習得させる。
・その他有価証券に関する税効
果会計の会計処理を習得させ
る。
・税効果会計を適用した場合の
財務諸表の表示について習熟さ
せる。
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